
平成30年度　第１学年　道徳年間指導計画　　　　　　　　　　津野町立葉山小学校

　　　　　　
	月
	　内容項目
	[主題名]

教材名

（出典）
	主題構成の理由
	※ねらい ○発問 ◎中心発問
	他の教育活動等との関連
	「わたした
ちの道徳」
「高知の道徳」

との関連
	地域・家庭
との連携
	評価･振り返り

	四月（第二週）
	よりよい学校生活、集団生活の充実

礼儀
	［がっこうだいすき］


1．がっこうだいすき
（きみがいちばんひかるとき）
	　児童は、入学を機に小学校という大きな集団に属し，クラスや学校での生活を送ることとなる。先生をはじめとする学校にいる人々を知り，友達や上級生と一緒に遊んだり学んだりしたりしていく中で，小学校という集団の一員としての自覚をもつことが大切である。
	※授業や清掃の時間などの様子を描いた絵を通して，学校生活の楽しさについて考えさせ，先生や上級生，友達に親しみ，学校生活を楽しもうとする判断力と心情を育てる。
	国語科

「なんていおうかな」

生活科

「がっこうだいすき」

学級活動

「掃除の仕方」
学校行事

「入学式」
「１年生を迎える会」
	
	入学式

参観日
保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○授業中、休み時間と清掃時間の絵を見て，気がついたことや考えたことを発表しましょう。
◎学校でどんな楽しいことがあるか，発表しよう。


	
	
	
	

	四月（第三週）

	節度・節制
	［たのしいまいにち］


2．たのしいまいにち 

（きみがいちばんひかるとき）
	基礎的な生活習慣を身に付けることは，あらゆる行為の基礎を築くことであり，健康で安全な毎日を送るために大切なことである。しかし，大切であることは，分かっていてもなかなか実行できないこともある。入学間もないこの時期の児童なりに考えたことをみんなで話し合い，規則正しく安全に気をつけて過ごすことを意識できるようにしていきたい。
	※食事や歯磨き，就寝など，児童の日常生活を描いた絵を通して，気持ちのよい毎日を過ごすことの大切さについて考えさせ，規則正しい生活をしようとする判断力と心情を育てる。
	生活科

「がっこうだいすき」

学級活動
「一年生になったよ」
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.10，P.11を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○絵を見て，「いいな」「同じだな」と思うことを発表しましょう。
◎毎日気持ちよく過ごすために大切なことはなんでしょう。
	
	
	
	

	四月（第四週）
	友情、信頼
	[なかよくね]
3．なかよくね 

（きみがいちばんひかるとき）
	  児童にとって，学校生活を共に過ごす友達は，家族以外で特に深い関わりをもつ存在である。楽しい学校生活を送るためには，友達との関わりが大きくなってくる。児童一人一人が，友達と進んで関わり，協力し，助け合いながら生活していこうとする態度を育みたい。
	※休み時間や給食の時間など，児童の学校内での集団生活を描いた絵を通して，友達の大切さについて考えさせ，友達と進んで関わり，仲よくしようとする実践意欲と態度を育てる。


	国語科

「こえのおおきさどうするの」
「えをみてはなそう」

生活科

「がっこうだいすき」

図画工作科

「チョキチョキかざり」
学級活動
「みんななかよく」
	＜終末＞

わたしたちの道徳
P.74，P.75を活用する。


	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○休み時間と給食の時間の絵を見て，気のついたこと，思ったことをお話しましょう。
○友達がいてよかったと思う時は、どんな時ですか。
◎友達と仲よくなれる言葉を使って動作化をしてみよう。

	
	
	
	

	五月（第二週）

	生命の尊さ
	［みんないきている］
4．みんないきている 

（きみがいちばんひかるとき）
	この時期の児童は，命の大切さについては，理解しているが、自分が「生きている」と考えることは，あまりない。日常生活の中で見すごしがちな「生きているあかし」を実感することで，自分の命そのもののかけがえのなさに気づき，生命の大切さを自覚できるようにしたい。
	※おいしさや痛みなど，人間がもち合わせている感覚や感情を想起できる絵を通して，命について考えさせ，命を大切にしようとする心情を育てる。


	月目標
「学校のきまりをまもろう」
学校行事

「交通安全教室」
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.100，
P.101を活用する。
	保護者・地域の方の参画


	教材（　）

	
	
	
	
	○絵を見て，どんなときにこのような気持ちになりますか。
◎これからの生活で，大切にしたいなと思うことを発表しましょう。

	
	
	
	

	五月（第三週）

	善悪の判断、自律、自由と責任
	［いいことしているのは，だれかな］
5．いいことしているの
は，だれかな
（きみがいちばんひかるとき） 
	  この時期の児童においては，よいことと悪いことの判断が，相手が強いか弱いか，好きか嫌いかによって変わってしまうことがある。そこで，よいと思ったことができた時のすがすがしい気持ちを想起させるなどして，小さい頃から人として行ってよいこと，行ってはならないことを区別し，判断する力を身に付けていくことが重要である。
	※休み時間の様子を描いた絵を通して，学校という公共の場所での行動について考えさせ，よいことと悪いことを判断し，よいと思うことを進んで行おうとする判断力と心情を育てる。
	
	＜終末＞
わたしたちの道徳

P.32，P.33

を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○絵を見て，気のついたこと，思ったことをお話しましょう。
◎学校で，みんながたのしく生活するには，どうして行ったらいいか考えよう。

	
	
	
	

	五月（第四週）

	規則の尊重
	［きまりを］まもって
6.どうしてこうなるのかな
（きみがいちばんひかるとき）
	  社会や集団の中でのきまりについて児童は，理解しているものの，ついつい自分勝手な行動から守ることができないことがある。きまりや約束を守ることが，安全で楽しい生活につながり，皆が気持ちよく生活できることに気づかせ，それらを守ろうとする態度につなげていきたい。
	※学校の中の，トイレや廊下などで起こりうる問題を描いた絵を通して，みんなが気持ちよく生活をするうえで大切なことについて考えさせ，きまりや約束を守ろうとする判断力と心情を育てる。
	体育科
「リズムあそび」

生活科
「がっこうだいすき」
月目標

「学校のきまりをまもろう」

学校行事

「交通安全教室」
	＜終末＞
わたしたちの道徳

P．122を読む。
	保護者・地域の方の参画

ゲストティ－チャー駐在さん
	教材（　）

	
	
	
	
	○「どうして　こう　なるのかな」の絵を見て，どうして，こうなってしまったのかを話し会おう。
◎みんなが気持ちよく生活するためには，どんなことに気をつけたらよいのか考えよう。

	
	
	
	

	六月（第一週）
月
	礼儀
	［きもちのよいあいさつ］
7.おしゃべり
（きみがいちばんひかるとき）
	　気持ちのよい挨拶は，よい人間関係を築いていくうえで大切である。元気な挨拶をすると相手も元気になり，相手も気持ちがよいということを指導していく。気持ちのよい挨拶で，よりよい人間関係が生まれることを実感として捉えさせたい。
	※レンゲとミツバチがおしゃべりをする詩を通して，挨拶の大切さについて考えさせ，気持ちのよい挨拶を心がけようとする実践意欲と態度を育てる。
	国語科

「わけをはなそう」

生活科

「がっこうだいすき」


	＜終末＞
わたしたちの道徳

P.54，P.55

を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○レンゲさんとミツバチさんがしている挨拶で，「いいな。」と思うところを発表しましょう。
◎どんな挨拶をしたときに，気持ちがよくなるかを話し合い，練習しよう。

	
	
	
	

	六月（第二週）

	節度、節制
	［わがままをしないで］
8.かぼちゃのつる
（きみがいちばんひかるとき） 
	自尊心をもった生活をすることは，大人でも難しい。つい目先の欲求を優先して，健康を害したり周りの人に迷惑をかけたりする。節度ある生活の大切さを自覚しそれを望もうとしなければ，自制心は，育たない。１年生の段階から，自分の欲求を抑えて，わがままをしないことの大切さに気づかせていくことが必要である。
	※わがままに振る舞うかぼちゃが登場する物語を通して，人の注意を聞き，わがままをしないで生活することの大切さについて考えさせ，わがままをしないで，規則正しい生活をしようとする判断力と心情を育てる。
	学級活動

「はを大切にしよう」


	＜終末＞

	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○ぐんぐんつるをのばしている時、かぼちゃは，どんな気持ちだったでしょう。
◎トラックにつるを切られた時，かぼちゃはどんなことを考えたでしょう。

	
	
	
	

	六月（第三週）

	正直、誠実
	［正直なこころで］
9．きんのおの
（きみがいちばんひかるとき）
	うそをついたりごまかしたりする行為は，人間の欲望や弱さから生まれる。嘘やごまかしの非を自覚させるとともに，道徳の時間においては，誠実で正直に生きることの大切さに気づかせ，明るく素直に伸び伸びと生活できる態度を養う必要がある。
	※イソップ寓話「金の斧」を通して，不正をせず，正直に生きることの大切さを考えさせ，うそをついたりごまかしたりしないで，素直に伸び伸びと生活する実践意欲と態度を育てる
	
	＜終末＞
わたしたちの道徳
P.44，P.45を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「きんの　おの」を読み，神様は，どうして初めの木こりを褒めたのかを考えよう。
◎正直ってどうすることでしょう。
	
	
	
	

	六月（第四週）

	感謝
	［いつもありがとう］
10．ありがとうがいっぱい
（きみがいちばんひかるとき）
	  この時期の児童は，自分に対して直接な行為には，感謝の気持ちを表せるようになっている。しかし，目に見える行為以外は，気づいていなかったり、世話をしてもらうことを当たり前のように感じたりしていることもある。そこで，児童が身近な人々にお世話になっていることに気づかせ，感謝する心情を育みたい。
	※給食の調理員や学童交通誘導員など，児童の日常を支えてくれている人を描いた絵を通して，学校や家庭，地域でお世話になっている人の存在に気づかせ，感謝する心情を育てる。
	
	＜終末＞
わたしたちの道徳
P.82，P.83を活用する。
　
	保護者・地域の方の参画

ゲストティーチャー
学校栄養士
	教材（　）

	
	
	
	
	○「ありがとうが　いっぱい」を読み，どんな人にありがとうと言いたいですか。
◎ゲストティーチャーの話を聞いて、どんなことを思いましたか。
	
	
	
	

	七月（第一週）
	家族愛、家庭生活の充実
	［かぞくだいすき］
11． かぞくとおはなし
（きみがいちばんひかるとき）
	　社会の変化などから，家族で過ごす時間が減少し，互いに愛情をもって生活していても，触れ合いが十分でなく，互いの心遣いに気づかない場合もある。そのため，自分に対する家族の愛情に気づかせ家族への敬愛する気持ちをもたせることが大切であり，家族の一員として自分から積極的に関わろうとする態度を育てることが重要である。
	※さまざまな動物の家族を描いた絵を通して，家族の優しい心遣いに気づかせ，父母や家族に対して敬愛の気持ちをもって交わろうとする実践意欲と態度を育てる。
	
	わたしたちの道徳P.138，
P.139を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「かぞくとおはなし」の絵を見て，動物の家族がどんなことを話しているか，想像して話し合おう。
○今日帰ったら家族とどんな話をしたいか，発表しましょう。
◎P33「どんなことをしようかな」を読み，夏休みに家族でしてみたいことを考えよう。
	
	
	
	

	七月（第二週）

	自然愛護
	［しぜんとなかよく］
12．あさがお 
（きみがいちばんひかるとき）
	環境問題が人類の大きな課題となっているが，自分たちを取り巻く自然環境を大切にするためには，身近な動植物との触れ合いを通して，どんな小さな動植物にも生命があることを理解し，それらを慈しみ，優しく接しようとする態度を育てていくことが大切である。
	※あさがおの観察日記の児童作品を通して，優しい気持ちで動植物に接することについて考えさせ，身近な自然を大切にする実践意欲と態度を育てる。
	音楽科

「リズムとなかよし」

生活科

「きれいにさいてね」

「なつだあそぼう」

	＜終末＞
わたしたちの道徳P.102，
P.103を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「あさがお」を読み，思ったことを話し合おう。
◎草花や動物は，どんな気持ちでお世話をしたらいいのかを話し合おう。
	
	
	
	

	九月（第一週）

	親切、思いやり
	［あいてにしんせつに］
13. はしのうえのおおかみ
（きみがいちばんひかるとき）

	他の人に温かい気持ちで接し，親切にすることが大切であることは，誰もが認めることであるが，なかなか実践しにくい。「自分の思い通りにしたい」などといった自己中心的な思いが優先されるからである。そのような考え方を児童に認めさせたうえで親切の大切さを考えさせ，実践につなげたい。
	※うさぎやきつねに意地悪をしていたおおかみが，くまに親切にされて心を入れ替える物語を通して，相手に親切にすることのよさについて考えさせ，他者を思いやり，誰にでも親切にしようとする実践意欲と態度を育てる。
	算数科

「どちらがながい」

音楽科

「どれみとなかよし」

生活科
「自分でできるよ」

学校行事
「ふれあい集会」
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.66，P.67を活用する。
	「ふれあい参観日」
保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「はしの　うえの　おおかみ」を読み，おおかみが，不思議な気持ちになって，くまの後ろ姿を見送ったのはどうしてなのかを考えよう。
◎くまに出会って，おおかみの気持ちはどのように変わったのかを，はじめの「えへん，へん。」と，後の「えへん，へん。」の気持ちを比較して話し合おう。
	
	
	
	

	九月（第二週）
	善悪の判断、自律、自由と責任
	［ただしいことはすすんで］


14．やめなさいよ 

（きみがいちばんひかるとき）

	  ここで扱う勇気は，不正に対して，それはだめだと言えることである。一時的に自分の立場が不利になっても，悪いことに対してはだめだと言える勇気の大切さに気づかせていきたい。自分が正しいと判断したことは，周囲の雰囲気に流されることなく，自信をもって行おうとする態度を育てたい。
	※間違ったことを行った友達を正す「わたし」を描いた物語を通して，正しいことを進んで行うとどんな気持ちになるか考えさせ，よいことと悪いことを判断し，正しいと思ったことは勇気をもって行おうとする判断力と心情を育てる。
	
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.32，P.33を活用する。
	運動会
保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「やめなさいよ」を読み，けんじくんに「やめなさいよ。ひとの　くつを　なげるなんて。」と言ったとき，「わたし」はどんな気持ちだったでしょう。
◎「わたし」は，深呼吸をしてけんじくんに何と言ったでしょう。
○ｐ51のコラム「こんな　こと，して　ない？」を読み，周りの友達の気持ちを想像しよう。
	
	
	
	

	九月（第三週）

	希望と勇気、努力と強い意志
	［がんばってつづける］

15．やればできるんだ 

（きみがいちばんひかるとき）
	この児童は、さまざまなことに挑戦しようという意欲をもっているが，つらいことや苦しいことがあるとくじけてしまうこともある。一度やろうと決めたことを最後までやり遂げるためには，少しずつでも前に進もうとする姿勢や向上心をもち続けることが大切である。やり遂げた時の喜びや充実感を味わうことで努力し続けることのよさや努力した自分のよさに気づかせたい。
	※一生懸命練習してうんていができるようになった「わたし」の姿を通して，何かを最後までやり通すにはどんな気持ちが大切かを考えさせ，諦めずにがんばって続けようとする実践意欲と態度を育てる。
	月目標
「運動会の練習をがんばろう」

国語科

「ひらがなあつまれ」

「かたかなをみつけよう」

算数科

「３つのかずのけいさん」

生活科

「自分でできるよ」
学級活動
「２学期学級びらき」

学校行事
「プールおさめ」「運動会」
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.22の文章とクラス写真を電子黒板に映す。

	〈終末〉でP.132下のメッセージを読む。
運動会
保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「やれば　できるんだ」を読み，「わたし」が，うまくできなくても，「やめよう。」と思わなかったのは，どうしてなのか考えよう。
◎「がんばる」ってどういうことか考えよう。
	
	
	
	

	十月（第一週）

	生命の尊さ
	［いのちのふしぎ］
16．いきているって 

（きみがいちばんひかるとき）

	 　日々の生活においては，「生きている」ということはあたりまえのことであり，特別に意識する機会はあまりない。自分が「生きている」ということを実感しにくい環境ではあるが，「あたりまえ」のことに喜びとすばらしさ、不思議さを感じられるようにしたい。
	※息をしたり，食べたり，遊んだりするなど，生きていることはあたりまえだが，不思議な感じがするという詩を通して，生きていることの不思議さ，すばらしさについて考えさせ，生きていることを喜び，生命を大切にしようとする心情を育てる。
	生活科

「いきものとなかよし」
学校行事
「火災避難訓練」


	＜終末＞
わたしたちの道徳P.92，P.93を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「いきて　いるって」を読み，思ったことを話し合おう。
◎「あたりまえだけれど　でも　ちょっと　ふしぎ」と思うことを話し合う。
	
	
	
	

	十月（第二週）
	規則の尊重
	［みんながつかうばしょ］
17.みんながつかうばしょ
だから
（きみがいちばんひかるとき） 
	　学校生活に慣れてきたこの時期の児童はきまりを守らなければならないと思っていると同時に「少しくらい破っても大丈夫」という感覚にも陥りやすい。「きまりがあるから守る」という意識ではなく，「何のためにきまりがあるのか」という意識をもたせることで，きまりには，意味があることに気づかせ，きまりを守ろうとする態度につなげていきたい。
	※きまりを破って校庭でボールを蹴ってしまったしんじくんの姿を通して，公共の場できまりを守ることの大切さについて考えさせ，約束やきまりを守り，みんなが使うものを大切にしようとする判断力と心情を育てる
	算数科

「くりあがりのたし算」

体育科

「ドッジボール」

学級活動
「物を大切にしよう」
生活科
「たのしいあき」
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.118，
P.119を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「みんなが　つかう　ばしょだから」を読み思ったことを話し合おう。
◎みんなが使う場所では，どんなことに気をつければいいでしょう。
○P61「きまりを　まもらないと」を読み，学校以外の公共の場所やそこでのきまりについて考える。
	
	
	
	

	十月（第三週）

	個性の伸長
	［じぶんのいいところ］


18．みんなじょうず
（きみがいちばんひかるとき）
	　児童は，自分のよさを言えなくても，人のよさを見つけるのは、意外と容易である。身近な人のよさを見つけ，そのよさを見つけられる自分のよさに気づくようにしていきたい。そして，「自分にはこんなよいところがある」「こんなことが得意」と自分に自信をもつことで，健全な自己の形成を促していきたい。
	※家族それぞれの「じょうず」なところを褒める自分を「ほめじょうず」という児童作品を通して，自分のよいところについて考えさせ，自分や友達のよいところを進んで見つけようとする判断力と心情を育てる。
	生活科
「自分でできるよ」

学級活動

「ともだちのよいところをみつけよう」


	＜終末＞
わたしたちの道徳P.158，
P.159を活用する。
	地域の方に
保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「みんな　じょうず」を読み，「ぼく」は，どんなところが「ほめじょうず」なのかを話し合おう。
○友達が「じょうず」にできることを，みんなで出し合う
◎友達から自分が「じょうず」にできることを聞いて，どんな気持ちになったかを発表する。


	
	
	
	

	十月（第四週）

	勤労、公共の精神
	［がんばってはたらく］
19．きゅうしょくとうばん 

（きみがいちばんひかるとき）

	　この時期の児童は，何事に対しても興味・関心が高く，学級での係の仕事などについても楽しさを感じている。しかし，自分が仕事を進んで果たすことが，皆のためになっているとは考えていないことが多い。自分の仕事が皆の役に立つことにうれしさややりがいを感じるとともに，仕事を通して自分が成長できることも自覚できるようにしたい。
	※給食当番の仕事に一生懸命取り組む「ぼく」の姿を通して，みんなの役に立つことのうれしさ，やりがい，自分の成長について考えさせ，自分のやるべき仕事をしっかり行おうとする実践意欲と態度を育てる。
	月目標
「そうじをがんばろう」
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.130，
P.131を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「きゅうしょくとうばん」を読み，「ぼくの　ところで，みんなが　まって　いる。」とき，「ぼく」はどんな気持ちでよそっていたでしょう。
◎みんながにこにこして「いただきます。」と言ったとき，「ぼく」は，どんな気持ちだったでしょう。
	
	
	
	

	十一月（第一週）
	よりよい学校生活、集団生活の充実


	［がっこうでたのしく］
20．とりかえっこ
（きみがいちばんひかるとき）

	　この時期の児童は，学校生活にも慣れ，入学当初の不安も解消されている一方，小学校に対する新鮮さや期待が薄まってきている。そこで，学校生活での楽しいことやできるようになったことを振り返り，これからの学校生活をより楽しいものにするためには、どうすればよいかを考えさせたい。そこから学校のよさを再認識し，進んで学校生活を楽しもうとする心情を育てたい。
	※小学校が嫌になり幼稚園に戻ったしょうたが，成長することのよさを実感する漫画を通して，小学校で楽しく過ごすことについて考えさせ，小学校生活を楽しもうとする判断力と心情を育てる。


	図画工作科

「でこぼこはっけん」

学級活動

「そうじをがんばろう」
	
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「とりかえっこ」を読み，幼稚園に行っているしょうたは，小学校でどんな楽しいことを見つけたのか，発表する。
◎小学校へ行っているしょうたが，最後にとりかえっこを断ったのはなぜでしょう。
	
	
	
	

	十一月（第二週）

	礼儀
	［あいさつをきちんと］
21．わすれていること，なあい 

（きみがいちばんひかるとき）
	　１年生の段階では，気持ちのよい挨拶や言葉遣い，話の聞き方を意識させ，人に明るく接することのよさやそれによって自分も相手もすがすがしい気持ちになることに気づかせたい。日常生活の中で繰り返し経験をしていくことで，それらを「あたりまえ」のこととして行えるようにしていくことが大切である。
	※挨拶を忘れがちな「ぼく」が描かれた物語を通して，相手とのコミュニケーションの大切さについて考えさせ，気持ちのよい挨拶，言葉遣い，動作などに心がけて，明るく人に接しようとする実践意欲と態度を育てる。
	
	＜終末＞
わたしたちの道徳

P.54，P.55

を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「わすれて　いる　こと，なあい」を読み，「ぼく」が忘れた言葉は何かを発表しよう。
◎挨拶はどうして大切かを考えよう。
	
	
	
	

	十一月（第三週）

	家族愛、家庭生活の充実
	［かぞくのために］


22．これならできる 
（きみがいちばんひかるとき）

	　この時期の児童は，家族の愛情に気づかず，世話を受けることがあたりまえと思い，さまざまなことが親まかせになっていることも多い。家族の一人一人に目を向けて，積極的に関わろうとする態度や手伝いなどの実践を通して，家族の一員として役に立つ喜びと家族への思いを育んでいきたい。
	※家庭の中で自分にできることを探して取り組むまさえの姿を通して，家族のためにできることをすることのよさについて考えさせ，進んで家の手伝いなどをして家族の役に立とうとする実践意欲と態度を育てる。
	生活科

「じぶんでできるよ」


	＜終末＞
わたしたちの道徳P.138，P.139を活用する。
　
　
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「これなら　できる」を読み，まさえは，どんな気持ちで「これなら　できる。」と言ったのかを話し合おう。
○まさえは，どうして「ほかにも　じぶんに　できる　ことを　ふやしたく」なったのかを話し合う。
◎自分が家で，家族のために「これなら　できる」と思うことは何かを考えよう。
	
	
	
	

	十一月（第四週）

	公正、公平、社会正義

	［だれにたいしても］
23．ジャングルジム 

（きみがいちばんひかるとき）

	　この時期の児童は、まだ自己中心性が強く，自分と異なる考え方や感じ方を否定する傾向がある。自分の好みや利害によって，ともすると公平さを欠く言動を取る姿も見受けられる。自分の好き嫌いによる差別や偏見などにとらわれてしまう弱さを乗り越え，誰に対しても公正，公平に接する態度を育みたい。そして，公正，公平に接することのよさも実感できるようにしていきたい。
	※ねこちゃんを仲間外れにしようとするくまくんの姿を描いた絵を通して，誰とでも仲よくすることのよさについて考えさせ，自分の好き嫌いにとらわれず，周りの人に接しようとする実践意欲と態度を育てる。
	体育科

「ドッジボール」
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.22，P.23を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「ジャングルジム」を読み，①から④でのねこちゃんの気持ちを考え，話し合う。
○⑥では，３匹が仲よく遊んでいることを確認し，⑤で，どんな話をしたのかをグループで話し合おう。
◎グループで考えたお話をくまくん，さるくん，ねこちゃんになって動作化し，演じてみて，その様子を見てどんなことを考えましたか。
	
	
	
	

	十二月（第一週）
	正直、誠実
	［ごまかしをしないで］


24．なわとびカード 

（きみがいちばんひかるとき）

	　嘘をついたり，ごまかしたりすることは，周りの人を惑わせ，信頼を失うことにつながる。人として決して行うべきことではないことに気づかせ，つねに嘘偽りのない明るい生活を送ろうとする心情を養っていく必要がある。

	※なわとびの跳べた回数をごまかさなかった「わたし」の姿を通して，うそやごまかしをせずに生活することのよさについて考えさせ，明るい心で楽しく伸び伸びとした生活をしようとする実践意欲と態度を育てる。
	体育科

「なわとびあそび」
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.32，P.33を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「なわとびカード」を読み，ともみさんに，「おまけして　あげるよ」と言われて，「わたし」がどきんとしたのは，どんなことを考えたからでしょう。
○「もう　いちど　とんで　みるね。」の後に，「だって――。」と続けるとしたら，「わたし」は何と言ったと思うか，想像して発表しよう。
◎ごまかさず，正直にできると，どんな気持ちになるでしょう。
	
	
	
	

	十二月（第二週）

	友情、信頼
	［ともだちのことをかん
がえて］
25．二わのことり 

（きみがいちばんひかるとき）

	　まだ，自己中心性が強く，つい自分の都合を優先してしまったり，興味をそそられるほうに傾倒してしまったりした結果，友達との関わりが悪くなってしまうこともある。相手の気持ちになって考え，友達と仲良くし，助け合おうとする態度を育むことが大切である。また，そうすることが相手のためだけでなく，自分にとっても心地よい関係性を築くことができることに気づかせ，学校や地域での生活が，より豊かで楽しいものになるようにしたい。
	※やまがらの誕生日会に行くか，うぐいすの家での音楽会の練習に行くか迷うみそさざいの姿を通して，心から友達のことを思うとはどういうことかについて考えさせ，友達と仲よくし，助け合おうとする実践意欲と態度を育てる。
	国語科

「ともだちにきいてみよう。」
算数科

「どちらが広い」

音楽科

「おとでよびかけっこ」

図画工作科

「はこでつくったよ」

学級活動

「お楽しみ会」
	
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「二わのことり」を読み，迷ったみそさざいが「とうとう」うぐいすのうちに飛んでいったのはどうしてか

を考えよう。
○目に涙を浮かべて喜んでいるやまがらを見て，みそさざいは、どんなことを考えましたか。
◎友達について考えたことを発表しよう。
	
	
	
	

	十二月（第三週）

	感動、畏敬の念
	［うつくしいこころ］
26.ひしゃくぼし
（きみがいちばんひかるとき）

	　美しいものへの関心は，美しいものに感動する心が受け手側に育っているかどうかにかかっている。無感動の時代といわれる現代において，美しいもの，清らかなものに感動したり感嘆したりしたことを素直に表現することを積み重ね，感受性を高めることが大切である。
	※自分よりも相手のことを思いやる女の子やその母親の姿を通して，心の美しさについて考えさせ，美しいものや清らかなものにすがすがしさを感じ，素直に感動する心情を育てる。
	図画工作科

「のってみたいな

　ききたいな」

音楽科

「おとでよびかけっこ」
	
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「ひしゃくぼし」を読み，思ったことを発表しよう。

◎このお話の中で，美しい心だなと思うところについて発表し，なぜそう思ったのかを話し合おう。
○今でも美しく輝いている「ひしゃくぼし」の写真を見て，考えたことを話し合おう。
	
	
	
	

	一月（第二週）

	伝統と文化の尊重、国や郷土を愛する態度
	［にほんのよいところ］
27.にほんのあそび 

（きみがいちばんひかるとき）

	 児童は，幼稚園や生活科の授業や学校行事などを通して，日本に昔から伝わる遊びに触れており，無意識のうちに伝統や文化の一端に接している。児童にとって身近な伝統や文化に改めて目を向けさせ、そのおもしろさやよさを実感することで、郷土への愛着を深め，それらを国や郷土を大切に思う気持ちへとつなげていきたい。
	※日本の伝統的な遊びについて描かれた絵を通して，日本に伝わる遊びのよさについて考えさせ，日本や郷土への愛着を深め，親しみをもって生活しようとする判断力と心情を育てる。
	生活科

「ふゆをたのしもう」
国語科

「たぬきの糸車」
	　
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）



	
	
	
	
	○「にほんの　あそび」の絵を見て，したことのある日本の遊びを見つけ，どんな遊びかを発表しよう。
◎日本の遊びについて感じたこと考えたこと発表しよう。
	
	
	
	

	一月（第三週）
	希望と勇気、努力と強い意志
	［自分の仕事をしっかりと］

28．おふろそうじ 

（きみがいちばんひかるとき）

	　自分の課題や目標の実現に向かって努力を続けることでしか，自己の実現は遂げられない。その過程においては,さまざまな困難によって挫折してしまうこともあるだろう。意欲を継続させ,物事に対して地道に努力する態度を育てていくことが大切である。
	※おふろそうじに一生懸命取り組んでいるあきらの姿を通して，勉強や仕事をしっかりすることのよさについて考えさせ，自分のやるべき勉強や仕事をしっかりと行おうとする実践意欲と態度を育てる。
	算数科

「20より大きいかず」

体育科

「なわとびあそび」

生活科
「もうすぐ２年生」

学級活動

「３学期のめあてをきめよう」
	
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「おふろそうじ」を読み，家族に褒められたあきらはどんなことを思ったでしょう。
○「ぼく，やるもん。」と大きな声で言ったあきらの気持ちを考えよう。
◎「がんばる」ってどういうことだろ　　
う。
	
	
	
	

	一月（第四週）

	公正、公平、社会正義
	［じぶんのすききらいで
なく］
29．あしたはえんそく
（きみがいちばんひかるとき）

	　学校生活にも慣れ，友達関係も深まってきている時期であるが，自分の好みや利害などの自己中心的な考えのために，友達に対して悪気なく公平さを欠く言動を取る姿も見られる。偏見や差別が背景にある言動については，毅然として是正する必要がある。その一方で，公正・公平な態度に根ざした言動を取り上げ，そのよさについて考えさせるなどして，相手に公正・公平な態度で接することのよさに気づかせたい。
	※自分の好き嫌いでバスの席を決めようとするうさぎさんの姿を通して，誰にでも同じように接することの大切さについて考えさせ，偏見や差別をせず，周りの人に公正，公平に接しようとする実践意欲と態度を育てる。
	
	
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）


	
	
	
	
	○「あしたは　えんそく」を読み，うさぎさんに「おとなりは　いや。」と言われたぞうさんとさるさんの気持ちを考えよう。
○大好きなねこさんに「おとなりは　いや。」と言われて，うさぎさんはどんなことを考えたでしょう。
◎好き嫌いをすることは，どうしてよくないのか話し合おう。
	
	
	
	

	二月（第一週）

	親切、思いやり
	［やさしいきもちで］
30．くりのみ
（きみがいちばんひかるとき）

	　自分のことばかりを考えて行動したり，自分の思いだけを主張したりすることがある時期でもある。また，相手の立場を理解したり，自分と異なる考えを受け入れたりすることが難しいこともある。相手のことを親身になって考えようとする態度を育み，身近にいるさまざまな人に対して，具体的に親切な行為ができるようにしたい。
	※うそをついたきつねが，うさぎの優しさに接して心を揺さぶられる姿を通して，温かい心をもつことの大切さについて考えさせ，相手に親切に，思いやりをもって接しようとする実践意欲と態度を育てる。
	国語科

「たぬきの糸車」

生活科

「ふゆをたのしもう」
「もうすぐ２年生」


	＜終末＞
わたしたちの道徳
P.66，P.67を活用する。


	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「くりの　み」を読み，うさぎは，どんなことを「しばらく　かんがえて」いたのかを話し合う。
◎きつねの目からぽたりぽたりと涙が落ちたのは，どうしてでしょう。
	
	
	
	

	二月（第二週）
	国際理解、国際親善
	［せかいはひろいね］
31． せかいのこどもたち
（きみがいちばんひかるとき）

	　グローバル化が進展する今日，他国の人々や文化に対する理解とこれらを尊重する態度を養うことはとても重要である。それぞれの国には，独自の伝統と文化があり，人々は，それらに誇りをもって生活していることと，自分の国の伝統や文化を尊重する気持ちとを合わせて理解し，他国の人々や文化に親しみをもって接していこうとする心情を育てたい。
	※世界の子どもたちの日常を写した写真を通して，他国の生活の様子について考えさせ，さまざまな国の人々や文化に親しもうとする心情を育てる。
	
	
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「せかいの　こどもたち」の写真を見て，子どもたちが何をしていると思うかを発表しよう。
○自分たちの生活や遊びと似ているところ，違うところを見つけ，話し合おう。

◎世界の子ども達とどんなことをして
みたいですか。
	
	
	
	

	二月（第三週）
	生命の尊さ
	［げんきにそだってね］
32．ちいさなふとん 

（きみがいちばんひかるとき）

	　生命に対する畏敬の念は，自他の生命の尊さや生きることの素晴らしさを自覚することから育つ。この段階におい
ては，自分の成長を振り返り，自分の中の生命のきらめきを実感し，生命を大切にしようとする気持ちを高める。
	※生まれたばかりの弟の様子から，自分の成長に気づくよしこの姿を通して，かけがえのない生命の尊さについて考えさせ，命を大切にしようとする心情を育てる。
	国語科

「どうぶつの赤ちゃん」

学校行事

「不審者侵入避難訓練」


	＜終末＞
高知の道徳
P.52を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「ちいさな　ふとん」を読み，よしこが「たからものを　もって　いる　ような，そんな　きもち」になったのは，なぜでしょう。
○「よしこは，もうこのおふとんでは　ねられなくなったわね。」と，お母さんに言われたとき，よしこは，どんなことを考えたでしょう。
◎自分が大きくなったと感じるのは，どんなときですか。
	
	
	
	

	三月（第一週）
	個性の尊重
	［よいところに気づいて］


33．シートンとどうぶつたち
（きみがいちばんひかるとき）
 
	　この時期の児童には，まだ自分自身を客観的に把握することは難しい。したがって，自分のよさに気づくのは，親，教師，友達などの他の人から褒められた経験がきっかけであることが多い。そこで，日常生活の中での具体的な場面で，児童の長所を積極的に認め，励ますことで，自分の特徴に気づかせていきたい。そして，自分のよいところを積極的に伸ばしていこうとする態度を育みたい。


	※動物を愛したアーネスト=シートンの姿を通して，自分のよいところに目を向けることについて考えさせ，自分の特徴やよいところを見つけようとする判断力や心情を育てる。
	学校行事
「学習発表会」
	
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「シートンと　どうぶつたち」を読み，本を作る会社の人に褒められたシートンは，どんな気持ちになったでしょう。
○シートンのよいところってどんなところですか。
◎自分のよいところはどんなところか考えよう。
	
	
	
	

	三月（第二週）
	　　　感謝
	［ありがとうのきもちで］

34．みんなみんなありがとう

（きみがいちばんひかるとき）

	　人は，一人で生きているのではなく，さまざまな人に支えられていきている。しかし，児童自身は，自分が誰かのお世話になっているという自覚がないことが多い。日頃から，多くの人に助けられ世話になっていることに気づかせ，感謝する心情を育てたい。

	※入学してからの1年間，さまざまな人にお世話になったことに気づいた「ぼく」の姿を通して，自分の成長を支えてくれた人々について考えさせ，感謝する心情を育てる。
	学級活動

「ありがとう６年生」

学校行事
「６年生を送る会」
「卒業式」
	
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「みんな　みんな，ありがとう」を読み，「ぼく」が，どんな「ありがとう」を見つけたのかを話し合おう。
○「ひとりで　おおきく　なったのでは　ないのですよ。」という言葉を聞いて，「ぼく」は，どんなことを考えたでしょう。

◎誰にどんな「ありがとう」を伝えたいか考えよう。
	
	
	
	


【第１学年道徳科基本方針】


１　重点指導項目　　希望と勇気，努力と強い意志　　親切，思いやり　　規則の尊重


２　基本方針　　　・しっかり聞き，伝え合える学級経営を行う。


・児童の心に響く道徳授業を行う。


・道徳的諸価値を自分のこととして深く考えられるようにする。・


　　　　　　　　　・


　　　　　　　　　・








